
　

礼拝開始（10時15分）10 分前には席に着き、祈りの時間を
持ちましょう。一致の祈りは大きな力です。

早天の窓

ディボーション登録ディボーション登録
右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。

右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。
※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。

今後の予定今後の予定-誕生者の方、おめでとうございます。新しい1年も祝福されますようにお祈り致します

日 月 火 水 木 金 土

岩﨑まり子

来週の奉仕者
（５月１日）

行司 伝道師
西嵜 伝道師
西嵜 孝之
高橋 奈津江
藤原 友規子
山本 麻美
岡本 享子
真砂 香和
泉水 浩
藤原 祐子
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今週は… マラキ 1章 6節～マラキ4章 6節

　～リビングライフより～

「お庭の輪が広がって」「お庭の輪が広がって」
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代 表 祈 祷
献 　 　 金

アシスタント
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アッシャー

要約（次週）
ｺﾗﾑ（次 週）
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聖 日 準 備
（ 消 毒 ）

食 事
片　付　け

チャーチミーティング

（ ２０２２年 ４月１７日 ）

（要約者：日名陽子 ）

今週のリビングライフでは、エズラ記からマラキ書に入りました。
エズラ記の最後の部分は、異国人と結婚した人のリストです。全体で 110 名で
すが、そのうち宮で仕える人々が 28 名いました。18-19 節では、祭司だけに
言及していますが、祭司の贖いの儀式によってすべての民もきよめられました。
このリストは不名誉のリストですが、悔い改めによって名誉を回復した人々の
リストでもあったのです。
そしてマラキ書で神の愛は、「選び」と「契約」に現れていると知らされました。
イスラエルは、長い捕囚生活の後で祖国に帰って来ましたが、まだペルシアの
属国にすぎず、神の愛を疑っていました。イスラエルは「どのように、あなた
は私たちを愛してくださったのですか」と神に問いかけます。イスラエルが神
に選ばれた民であることを証明してほしいというのです。
ヤコブとエサウは一人の母親から生まれた双子ですが、神はヤコブを選ばれま
した。それでも神は、エサウの領域を守ってくださいました。しかし、エサウ
の子孫であるエドムは、イスラエルがバビロンに捕囚として連れて行かれると
き、イスラエルから略奪するなどの蛮行を働きました。兄弟イスラエルを裏切
り、神の怒りを買ったエドムは、歴史の中から完全に消え去ります。神は「イ
スラエルの存続」と「エドムの消滅」を通して、ご自分の主権的な選びと愛を
すべての国々に告げ知らせたのです。
私たちにもイスラエルの民と同様に、苦しい現実を目の当たりにした時、神様
の愛を疑う私の弱さがないでしょうか。神様の選びは絶対です。私を選び永遠
に愛し続けてくだっています。その愛を疑うことなく感謝と喜びをもって受け
取りましょう。

牧 一穂 牧師
牧 唯恵伝道師  
日名 洋
真砂 香和
楢村 明子

　

4 月の誕生者
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代 表 祈祷：
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　イースターはクリスマス以上に大切で、毎日、その恵みを理解
して過ごす事が大切です。
私たちは、クリスチャン的になっていないでしょうか。その病に
冒されやすいです。せっかく救われ新しくなったのに、昔のクリ
スチャンでは意味がありません。私たちは自分が最初に受けた傷・
弱さは人生の記憶に深く残ります。しかし、本当は神様に癒され
ています。しかし悪い奴は「癒えてない、傷ついている」と騙し
てきます。あなたはフェイクニュースに騙されていないでしょう
か？

　『まことに彼は私たちの病を負い、私たちの痛みをになった（イ
ザヤ５３；４）』
これは鳥が羽で覆う様に、イエス様が十字架で私達の病を負って
くれ、又コウノトリが運ぶ様に、私達の過去の痛みを運んで行っ
てくれたという事です。勝手に出て行ってしまう雛が敵に狙われ
てやられてしまわない様に、親は遠くで見守りながら教え成長を
待っています。私達が、羊の様にさまよい、おのおの自分勝手な
道に向かって行ったので、神は私たちの全ての咎をイエス様に背
負わせたのです。でも真実が見えていない私達は、その姿を見て、
「彼は罰せられ、神に打たれ、苦しめられたのだと」勘違いをして
しまいます。問題を見極める事ができないのです。羊が毛を刈ら
れる時、最初は怖がって嫌がりますが、慣れてくると刈ってもら
うと風通しも良くなり、気持ち良さがわかってきます。同じ様に、
教会に長くいると学ぶので刈り取られる事は恵みだとわかってく
るのですが、最初は痛く感じるのです。
『しいたげと、さばきによって、彼は取り去られた。彼の時代の者で、
誰が思った事だろう。彼が私の民の背きの罪の為に打たれ、いけ
る者の地から絶たれた事を』（イザヤ５３；８）
私たちは、神の摂理より、事実に目を向けて、真実を理解するこ
とはできません。
的を外して、真理を見ることができない私たち。その罪の為にイ
エスは十字架に架かられました。そして十字架上で父よ。彼らを
赦してください。そう、祈って下さいました。

 
　
　人生で色々な事が起きる時、運が良いとか悪いとか言いますが、
運ではなく、私達が生まれ変わる主の計画があります。災いでな
く意味があります。あなたは、問題が起きた時に、深い神様の計
画があると思う気持ちと、自分は駄目だと思う気持ちのどちらを
選びやすいでしょうか？良い時に良い決断が出来るのは当たり前
です。悪い時に良い決断をし、本当の自分でいる為に、何が失敗
なのかを知らなければいけません。もし、自分が駄目な存在だと
思っているのなら騙されています。失敗するから駄目なのではな
く、自分の事を駄目だと思う事が失敗なのです。そして、私が駄
目になる事を願い喜ぶ存在がいるから誘惑があるのです。あなた
は完璧に神様に創られたと創世記にあります。その完璧な存在が
不完全になったのなら治せばいいだけです。人生の中で本当の大
切なチャレンジの時に良い決断が出来る為に、繰り返し起こるこ
の心の闘いを乗り越えて行く練習をしているのです。
車で同じ所を傷つけてしまう人がいますが、それがその人の運転
の弱点です。自分自身の取り扱いを理解すれば問題ないのに、治っ
ているのに、お前は駄目だという声に誘惑され騙され続けて、苦
手意識を持ってしまい、もう辞めようと思ってしまいます。神様
は傷も治されますが、傷つかない方法を教えたいので、隣に乗っ
て運転の仕方を教えたいのです。でも、私達は自分でハンドルを
切ろうとするので、神様は一緒にハンドルを握ってくれて、私達

が自分でやっているように思える様に助けてくれているのです。

　
　

神の摂理に生きるには、自己中心では無理です。神の摂理はあな
たが良くなる事ではなく神の計画と目的がなる事を通して、あな
たが本当の姿になる事だからです。本当の自分の姿がわからない
のなら、委ねるしかありません。委ねているといつの間にか素晴
らしい、人格的で信仰的な姿になっていくのです。でもまず、自
分が自己中心だと知る必要があります。これが、人格的信仰的成
熟のスタートだからです。成熟すると人と比較して、あの人より
自分はまだましだと思うのではなく、神様の前に自分が一番の罪
人だと思う様になります。だから、たとえイライラしたとしても、
戻る事ができます。私達は今、毎日、神中心の考え方になるよう
に訓練を受けているのです。何か問題が起きた時、その事を通し
て、私を癒し、回復されていく、それがまさにイースターです。
イエス様は、愛した弟子にも裏切られて、蔑まれても一言も言い
訳せずに十字架に架かり、全ては完了したと言われました。完了
したとは、私達の全ての罪、病が取りのけられたという事です。
神が創られた物はみな良い物で、感謝して受けるとき、捨てるべ
き物は何一つありません（Ⅰテモテ４；４）

　
事実という現実の世界は、影響が大きいものです。私たちが見る
べきものは「真実」です。・「真実」を見ていないと、神様から
離れていきます。神様がいても、真実を見ないならば、人はどん
どん的を外していきます。そして事実に目を向けていると真実は
見えません。なぜなら、真実を見ようとする目線は事実をみてい
る目線とは違うからです。
あなたは何を見ているのかと神様は言われています。でも、自分
がどうしようもなくズレてしまう者であると気が付く事が出来れ
ば、その事を悲しむ者であるなら神様の慰め癒しを受け取る事が
出来るのです。

　まだ真実がどこにあるかわからなくても、真実を見ようとする
心を持ち、目線が変えられていく事が大切です。表面だけきれい
に生きても意味がありません。イエス様はご自身の人生の全てを、
逃げたい心も、血のにじむ汗を流しながらこの杯を取りのけてく
ださいと祈った弱い姿も見せて下さいました。でもまっすぐに自
分の生き方を貫かれました。この時代、誰もが十字架は罵られて
神にも見捨てられた無駄死にで、意味が無いと思いました。でも
その後、復活があり、事実しか見る事が出来なかった私達が、事
実の背後にある真実を見る事が出来るようにされたのです。これ
がイースターなのです。重たい墓石はどけられ、過去の事実は関
係なくなり、その後弟子達は自己中心から神中心になり、力強く
宣教する者と変えられました。
教会は礼拝し、祈る場所ですが、事実しか見る事ができなくなっ
た私達が真実に目を向けるチャンスが溢れている場所です。自分
の人生はなぜこうなのかと思う時に、摂理がある事を教えてくれ
る場所です。イースターは暗闇の中から光を見せてくれた恵みで
あり、喜びの日です。だから、墓の中で死んでいた私達が真実を
見る事が出来る為に、今日、素直な心で、神様の前に出て行きま
しょう。

 イザヤ53： １～１0

イースターフェスティバルで教会のお庭を使わせて頂きたいという声掛け
を頂き、早速準備を始めました。踏まれそうな場所にあるお花の苗を掘り
起こしてポットに移す作業をしている中で「この苗を販売したらウクライ
ナやフィリピンの方へ支援献金ができるのでは。」という思いが与えられ、
相談したところ了解を頂くことができました。
販売する苗のお花の写真や名前があればわかりやすいと思い準備をする中
で、名前のわからないお花が出て来た時は友達に連絡して聞いたりもしま
した。（実はその友達が自分の庭から分けてくれたお花も教会のお庭に咲
いていています。）そのやりとりがきっかけとなりフェスティバル当日に
来てくれることになりました。
また、苗を買って下さる方が本当におられるだろうか、チューリップが咲
き終わってしまう、そんな不安がわいた時、神様は心配しなくていいと励
まして下さっていると感じました。
そして、ウクライナの国旗の青と黄色のお花を植えてはどうかという思い
も与えられました。
教会のお庭を通して、教会の家族、友達をはじめ来て下さる方々、ウクラ
イナ、フィリピン…どんどんと輪が広がっていることを感じ、感謝してい
ます。当日、皆さんが楽しく過ごして下さることを願っています。

『何も思い煩わないで、あらゆる場合に、感謝をもってささげる祈りと願
いによって、あなたがたの願い事を神に知っていただきなさい。そうすれ
ば、人のすべての考えにまさる神の平安が、あなたがたの心と思いをキリ
スト・イエスにあって守ってくれます。』（ピリピ４：６－７）
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早天祈祷会6：00~
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教会礼拝チーム    

　　

16:30~ASE

　

誕生者のお祝い

　    

ｻﾝﾃﾞｰｷｯｽﾞ17：00~
ｼﾞｮｲﾌﾙｷｯｽﾞ15：00~

 主　日　礼　拝 主　日　礼　拝
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ｻﾝﾃﾞｰｷｯｽﾞ17：00~
ｼﾞｮｲﾌﾙｷｯｽﾞ15：00~

ｻﾝﾃﾞｰｷｯｽﾞ17：00~
ｼﾞｮｲﾌﾙｷｯｽﾞ15：00~

神の摂理とは、神が働き、神の永遠の計画と
目的を成就される事
神の摂理とは、神が働き、神の永遠の計画と
目的を成就される事

人格的信仰的な成熟とは、自己中心を辞めて、
神中心の考え方、生き方をする人の事
人格的信仰的な成熟とは、自己中心を辞めて、
神中心の考え方、生き方をする人の事

イザヤ書53章イザヤ書53章

イースターの恵みイースターの恵み

真実と事実真実と事実

フェイクニュースフェイクニュース

16:30~ASE

16:30~ASE

神に賞賛される生き方　～神の摂理（Providence) ～　　
「本物に生まれ変わる計画」

13 日   藤村菜弥
15 日   大島正樹
18 日   名越信三
              佐藤小春
 
　  

25 日    岩崎雅弘
          　山本登
26 日    大宮東子
　　　 曽我壮琉

27 日    李雋英
29 日    佐々木徹心

   　　  

2 日   大串順子
3日   永井匡史
4日   牧友実
           赤岩郁美
 

　

    7 日   全本達正
               和田絵理沙
    8 日   森下敦子
  12 日   福田そら　　

22日   行司佳世
             澤口千春
23 日  日名佐和

          　

　   

早天祈祷会6：00~早天祈祷会6：00~ 早天祈祷会6：00~16:30~ASE

19：30~ﾌﾟﾚｲﾔｰﾐｰﾃｨﾝｸﾞ

早天祈祷会6：00~
　　20：00~県北祈祷会

　　20：00~県北祈祷会

山本心春

泉水幸誠

曽我菜々子

岩崎雅弘 山本登

福山友梨

高杉美代 西嵜優

佐藤文音 

李雋英

佐藤怜香
佐藤彰 佐藤裕

曽我壮琉 大宮東子

辻総一郎

佐々木徹心

 鈴木誠一 鈴木大智

堀川あや

森田莉功

藤原すず花


